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 今月のキーワード「心」の教育～非認知能力                               

  

東川町立東川第一小学校長  荒 谷 卓 朗 

2月26～27日、平田オリザ氏（兵庫県立芸術文化観光専門職大学学長）による演劇授業が行われました。小学6

年生は、中一ギャップ解消にむけた交流で、人として身につけておくべき３つの技能を学びました。 

１ チームワーク～折り合いをつける力 

２ 集中力～やりぬく力 

３  自分たちだったらどうするかを考える 

授業では、守ってほしいポイントを示し、発表までに至る活動は子供の主体性に任せる展開でした。３時間の中

で、創作する、聴衆になる、発表する場面と、連続的に活動が続きます。集中力、やり抜く力が試されます。 

具体的には、６～７人チームの劇をつくるのですが、子供にとっては、ややハードルが高い環境設定でした。積

極的に話し合いに参加して、仲間の同意を得ないと、劇としてつながりがなくなってしまうからです。どうやった

ら面白くなるかを考えて多様なアイデアや意見を出す中で、全体の流れに一貫性があるように台詞・展開を構成し

なければなりません。つまり、自己主張するだけではなく、相手の話を聴いて、「折り合いをつける」力が必要に

なります。つまり、対話する力です。 

また、多様な意見が出るように、「受けを狙ってもよいが、滑らないギリギリのところを攻める」というお題が

出されました。そこでは、「サッカーでシュートを打つときにゴールの角を狙うように」と、子供にわかりやすい

例えでイメージ化されました。 

一小っ子がいたチームでは、多様な設定・アイデアが出されていました。一見、活発な意見が出て、期待された

のですが、一回目の発表ではストーリー展開に一貫性がなく、聴衆の反応は今ひとつでした。講師からは、「折り

合いをつける」重要性についてフィードバックがありました。 

そして、本番前の創作活動では、守るべき約束に、 

「セリフはその人が言いたくないことは言わせることはできない」 

という重要なポイントが示されました。つまり、「相手の同意を得る」というプロセスを得ないと劇が成立しな

い環境を設定されました。このことは、人が生きる上で大切な技能ですが、得てして、これを使おうとしない、で

きるのに使わないことで、ハラスメントなど様々な問題を引き起こしていると私は思います。 

２回目の発表にむけて創作は活発さを増しましたが、時間がきてもシナリオが完成しないチーム、練習ができな

いチームもありました。しかし、本番では力を発揮して笑いが起きる、大どんでん返しの劇が次々と繰り出され、

会場は笑いが起きました。「好きな食べ物は隕石です」という台詞で笑いをとった一小６年生は、「楽しかった!」

とワークショップの感想を語りました。 

「お笑い」という教科を授業にしたいと起業した落語教育家「楽亭じゅげむ」さんがスペイン人と共に視察され

ました。１・２年生はスペイン語の自己紹介から日本語のキーワードを聞き分け、また、たてわり班で「じゅげむ」

を音読したと体験を伝えていました。５・６年生は、英語や日本語で質問していました。４年生の子は、じゅげむ

と学習したことを覚えていました。たった一度の授業・交流でも、貴重な体感をしたことは残ります。 

２２日には愛知県からいらした渡辺道治先生が３・４年生に勉強のやり方を学ぶ授業を教えてくださいました。

子供たちが熱中して学びに向かう姿は、多くの参観者の心に響き、数多くの感動が生まれました。受付では元気の

よい挨拶で参会者を迎えた高学年。自らの判断でおもてなしをした彼らの成長の姿は本物です。 

いよいよ、卒業・進級というファイナルステージ。 

涙なしには語れないドラマが起きる教育の醍醐味を味わう瞬間が訪れます。 

第一小学校ホームページ https://higashikawa-dai1-syo.edumap.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

【教育目標】 未 来 を 拓 く 子 

  ～やさしく かしこく たくましく～ 

【令和５年度重点教育目標】 

  優 言 実 幸 

   令和６年２月２８日（水）第11号 

https://higashikawa-dai1-syo.edumap.jp/
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３月行事予定 

めざせ！ 夢が叶う学校 ～子供が主体の児童会活動～ 
 

 

 ９名の新1年生が、1日入学を行いました。少し緊張気味の子もいましたが、

児童会主催の歓迎全校遊びでは、優しいお姉さんとお兄さんと一緒に元気に遊

ぶことができました。各学年の歓迎の言葉 

を聞いたり、「だるまさんが転んだ」をしたり 

して、全校で楽しく活動しました。 

その後の1年生との交流授業でも、しっか 

りと話を聞き、クイズに参加していました。 

帰る時は、笑顔で手を振る様子が微笑まし 

かったです。4月の入学式が楽しみです。 

１ 日(金)  一小っ子集会 安全点検日 

      学年末評価（５時間授業） 

４ 日(月)  読み聞かせ 学年末評価（５時間授

業） 

５ 日(火)  ６年生を送る会 

７ 日(木)  パワフルタイム 

14日(木)  卒業式総練習 同窓会入会式 

19日(火） 第123回卒業証書授与式 

20日(水） 春分の日 

21日(木） 後片付け 

22日(金） 終了式 離任式（３時間授業） 

23日(土) 学年末休業（～3／31） 

 

ジャンボ一小巻き大会大成功！～2／4実施 

ＰＴＡ主催の「ジャンボ一小巻き大会」が開催されました。昨年に引き続き入念な感染対策を行い、新たなアイデ

アで「一小」をかたどった「ジャンボ巻文字」を作りました。一小の児童、保護者、教職員、卒業生、新一年生や小さ

な兄弟も含め総勢７０名程が４列に並び、「せーの、一小巻き～！」の合図で巻きました。長い巻物ができると、笑

顔で「大成功！」と言う歓声・拍手がおこりました。ご来賓の盛永第一自治振興会長様、杉山教育長様も微笑みなが

ら活動の様子をご覧いただきました。この行事を支えてくださる地域の方々にも大変お世話になり、心から感謝

申し上げます。（写真：安永ケンタウロス様・齋藤隆悟様提供） 

 

１日入学でドキドキわくわく♪ ～２／１ 
 

第123回卒業証書授与式のお知らせ 

日時：令和６年３月１９日(火)10時から 

場所：第一小学校体育館 

 ３名の卒業生の門出にエールを送り、

お祝いの気持ちを込めて卒業式を行い

ます。どうぞよろしくお願いします。 

4月の主な行事予定 

・４／５ 着任式、始業式（4時間、給食なし） 

・４／８  入学式、2年生以上給食開始 

・4／20 全校参観日、PTA総会、歓迎交流会 

 

 １月２５・２９日の「冬のコンサート」や２月６日の「全校かくれんぼ」、２

月１６日には、「ぞうきんリレー」と、児童会が中心となった笑いあり、驚きあ

りの楽しい時間を過ごしました。どれも、子供たちが主体となった企画・運営

で、「できるようになったことを披露したい」「こんなことをしたい」「みんなで

楽しみたい」などの願いを叶えていく活動になりました。 


